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　　人口の動き

一8月1日現在一
男　　4，399（＋2〉

女』4夢463（＋5）

計89862（＋7〉
世帯数29215（一1）

　（〉は前月比較
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感
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響
花の香りに誘われて

　　　　　　一7月21日r川西ダム」管理棟周辺一
　川西町土地改良区（南雲春雄理事長）が管理する「川西ダ

ム」の管理棟周辺には、サルビア、マリーゴールド、ケイト

ウ、ダリアなど1，000株の花が植栽されており、花の観賞
や憩いの場所として喜ばれています。

　この植栽は、お盆などに帰省客が「川西ダム」を訪れても、

渇水期で水がなくてがっかりしてしまうのを見て、何かの役

に立てばと、土地改良区職員が中心になって、5年ほど前か

ら始めたもの。この日も、橘保育園の年長・年中組40人ほ
どが楽しんでいました．

口休日救急医

8月16日中条病院（中条）費57－3018

23日池田医院（本町西）a52－2581

30日庭野医院（寿町）a52－2711

9月6日大坪医院（四日町〉費57－6100

13日山口医院（袋町）a52－2174
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主要地方道小干・谷十日町津南線

改良整備促進期成同盟会を発足
図
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期成同盟会が設立され、今後の改良整備に期待が寄せられています

　
七
月
九
日
、
松
葉
荘
で
、
主
要
地

方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
改
良
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
の
設
立
総
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
は
、
小
千
谷
市
桜
町
地

内
を
起
点
と
し
、
信
濃
川
左
岸
を
通

っ
て
津
南
町
宮
野
原
橋
詰
め
の
国
道

二
七
号
を
結
ぶ
、
延
長
六
十
二
・

六
キ
ロ
と
い
う
も
の
。
信
濃
川
左
岸

の
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
支
え
る
最
重
要
路
線
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
未
整
備
区
間
が
多
く
、

そ
の
機
能
を
十
分
果
た
し
得
な
い
と

い
う
現
状
で
あ
り
、
沿
線
市
町
村
が

、
丸
と
な
っ
て
本
路
線
事
業
費
の
大

幅
な
拡
大
な
ど
を
図
る
運
動
を
展
開

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
来
小
千
谷

市
と
郡
市
四
市
町
村
で
協
議
を
重
ね

準
備
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
こ
の

日
の
総
会
に
は
、
沿
線
五
市
町
村
の

首
長
と
議
会
議
長
、
来
賓
と
し
て
須

藤
、
上
村
、
山
崎
の
三
県
議
会
議
員

と
桜
井
県
土
木
部
道
路
建
設
課
長
補

佐
、
十
日
町
・
小
千
谷
両
土
木
事
務

所
長
ら
二
十
五
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
発
起
人
を
代
表
し
て
南
雲

町
長
が
「
沿
線
市
町
村
が
一
丸
と
な

っ
て
期
成
同
盟
会
を
組
織
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
信
濃
川
左
岸
地
区
の
開

発
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
議
事
に
入
り
、
会
則
や
南

雲
川
西
町
長
を
会
長
と
す
る
役
員
、

大
幅
な
事
業
予
算
を
獲
得
す
る
た
め

の
陳
情
活
動
な
ど
、
今
年
度
の
事
業

計
画
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

席
で
県
に
対
し
て
、
五
市
町
村
・
十

二
地
区
の
改
良
促
進
に
つ
い
て
陳
情

を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
は
、
小
千
谷
市
地
内
は

、
次
改
良
が
終
っ
て
い
る
も
の
の
旧

規
格
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
今
後
二
次

改
良
を
必
要
。
十
日
町
土
木
事
務
所

管
内
は
延
長
三
十
三
・
八
キ
ロ
、
そ

の
う
ち
改
良
済
み
は
わ
ず
か
四
十
七
・

八
％
。
期
成
同
盟
会
の
設
立
に
よ
っ

て
、
今
後
の
整
備
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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町
土
地
改
罠
区
創
立
四
十
周
年

　
七
月
八
日
、
総
合
体
育
館
で
、
町

土
地
改
良
区
（
南
雲
春
雄
理
事
長
）

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
が
、
組
合

員
や
来
賓
百
七
十
人
を
招
い
て
盛
大

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
土
地
改
良
区
の
設
立
は
昭
和
二
十

七
年
三
月
で
、
坪
山
、
長
福
寺
た
め

池
の
築
堤
を
土
地
改
良
区
事
業
と
し

て
団
体
営
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、

故
中
村
壮
吉
千
手
町
長
ら
十
五
人
で

県
に
申
請
し
て
千
手
町
土
地
改
良
区170人ほどを招いて盛大に記念式典が行われました

や
ン

カ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
十
四
年
に
上
野
村
の

一
部
を
、
三
十
七
年
に
は
仙
田
郷
土

地
改
良
区
を
合
併
。
さ
ら
に
、
四
十

三
年
に
は
橘
土
地
改
良
区
を
合
併
し

て
、
川
西
町
十
地
改
良
区
へ
と
再
編

さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
欄
、
三
十
四
年
の
松
葉
沢
た

　
　
　
カ
さ

め
池
の
嵩
あ
げ
と
農
地
造
成
、
四
十

六
年
か
ら
六
十
一
年
の
十
五
年
間
に

お
よ
ぶ
大
事
業
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
や
県
営
ほ
場
整
備
事
業
を
施
行
。

県
内
で
も
”
稲
作
の
先
進
町
”
と
し

て
注
目
を
集
め
て
き
ま
し
た
。

　
一
町
一
十
地
改
良
区
と
な
っ
た
現

在
の
町
土
地
改
良
区
は
、
一
、
一
五

六
診
の
田
と
二
〇
一
診
の
畑
、
そ
の

他
を
合
わ
せ
て
合
計
一
、
五
八
三
診

を
管
理
し
、
組
合
員
一
、
六
七
六
人

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
記
念
式
典
で
式
辞
に
立
っ
た
南
雲

理
事
長
は
、
　
「
川
西
米
は
、
日
本
一

う
ま
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
産
地
と
い
う

名
声
を
得
る
ま
で
に
な
っ
た
の
は
先

人
た
ち
の
積
み
重
ね
の
成
果
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
こ
れ
を
十
台
と
し
て
、

川
西
ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
五
つ
の

ダ
ム
の
集
中
管
理
や
、
こ
れ
ら
の
ダ

ム
の
冬
季
間
の
克
雪
利
用
に
よ
っ
て
、

新
時
代
に
合
っ
た
利
活
用
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も

土
地
改
良
区
の
役
割
は
大
き
く
、
組

合
員
の
一
致
協
力
を
願
い
た
い
一
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
理
事
長
を
五
年
務
め

た
平
野
圭
二
前
理
事
長
に
特
別
功
労

賞
が
、
ま
た
、
四
人
の
役
員
と
十
人

の
総
代
に
功
労
表
彰
が
贈
ら
れ
、

い
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
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方
々
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敬
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略
）
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特
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功
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平
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東
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役
員
功
労

5
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水
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〃
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山

〃
　
滋
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〃
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●
総
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功
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ダ
ム
を
守
り
続
け
て

　
改
修
が
始
ま
っ
て
い
る
昭
和
二
十

七
年
に
築
か
れ
た
「
長
福
寺
ダ
ム
」

土
手
か
ら
、
こ
の
た
び
二
体
の
弁
才

天
（
い
ず
れ
も
、
せ
と
も
の
）
を
発

見
。
一
体
は
、
破
損
し
た
も
の
の
、

も
う
一
体
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
見

つ
か
り
ま
し
た
。

　
発
見
さ
れ
た
弁
才
天
は
、
左
の
写

真
の
一
番
大
き
い
も
の
と
、
二
番
目

の
も
の
で
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
発
見

さ
れ
た
二
番
目
の
も
の
は
高
さ
2
7
セ

ン
チ
で
、
直
径
1
6
セ
ン
チ
・
長
さ
5
0

セ
ン
チ
ほ
ど
の
鉄
の
管
に
、
当
時
の

物
価
な
ど
の
調
べ
の
文
書
と
一
緒
に

納
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
関
係
者
も
、
　
「
当
時
、
築
堤
に
あ

た
り
、
観
音
様
を
三
体
埋
め
た
と
い

う
こ
と
は
聞
い
て
い
た
が
、
ど
こ
に

埋
め
た
か
と
い
う
こ
と
ま
で
は
聞
い

て
い
な
い
。
ま
っ
た
く
の
偶
然
」
と

驚
い
て
い
ま
す
。

　
埋
め
た
経
緯
な
ど
を
詳
し
く
知
っ

て
い
る
、
当
時
工
事
委
員
長
で
あ
っ

た
臼
井
源
次
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
ス
ミ

さ
ん
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
　
「
ダ

ム
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
災
難
が
起

き
な
い
よ
う
に
と
埋
め
た
も
の
で
、

三
体
の
う
ち
一
体
は
工
事
委
員
長
で

あ
っ
た
主
人
が
、
一
体
は
副
委
員
長

の
小
林
伝
司
さ
ん
が
、
も
う
一
体
は

篤
志
家
で
あ
っ
た
清
水
松
治
さ
ん
か

ら
寄
贈
し
て
も
ら
っ
た
も
の
」
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

弁
才
天
の
ほ
か
に
も
、
　
「
お
経
を
書

い
て
も
ら
っ
た
も
の
も
埋
め
た
」
と

も
話
し
て
い
ま
す
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
お
経
や
一
番
小

さ
い
弁
才
天
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い

も
の
の
、
町
土
地
改
良
区
創
立
四
十

周
年
を
見
届
け
る
よ
う
に
発
見
さ
れ

た
の
も
、
何
か
の
因
縁
が
あ
る
の
で

し
よ
う
か
。

【
弁
才
天
】
女
神
の
一
つ
で
、
土
地

豊
穣
を
も
た
ら
す
河
神
。

当
時
埋
め
ら
れ
た
像
（
上
、
寺
尾
白
井
ス
ミ
さ
ん
提
供
）
と
発
見

さ
れ
た
像
と
管

⑬
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7・26参院選

の
栗

町酉班
結

当日の有権者数

男3，310人
女3，477人
計6，787人

　
せ
月
二
牽
六
臼
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
即
日
午
後
七

時
£
棄
分
か
ら
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
選
出
と
比
例
代
表
の
ユ
種
類
を
投
票
し
た
た
め
、
十
七
の
投
粟
所
で

は
投
票
者
が
分
か
り
や
ず
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
で
い
た
も
の
の
、
間
違
っ

蓬
逆
に
記
載
じ
た
も
の
な
ど
、
か
な
り
の
票
が
無
駄
に
な
っ
た
よ
う
で
ず
。

　
川
西
町
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

朝7時と同時に投票する有権者

新
潟
県
選
出
議
員

投
票
者
数

投
票
率

五
、
三
七
三
人

七
九
・
一
七
％

候
補
者
別
得
票
（
届
出
順
）

む
ら
た
　
男

ま
じ
ま

男

お
お
ふ
ち
絹
子

北
村
ひ
さ
た
か

無
　
　
効

一
、

（
、

一［

一
四
六
・

三
八
九
票

八
六
一
一
∵

六
一
●
票

○
八
六
票

一
二
三
票

、
五
四
票

比
例
代
表
選
出
議
員

投
票
者
数

投
票
率

政
党
別
得
票

発
明
政
治

国
民
新
党

五
、
三
七
三
人

七
九
・
一
七
％

　
　
　
　
三
票

四
・
四
八
七
票

日
本
国
民
政
治
連
合

進
歩
自
由
連
合

教
育
党

公
明
党

国
際
政
治
連
合

「
開
星
論
」
の
U
F
O
党

全
日
本
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ

ク
ラ
ブ

老
人
福
祉
党

モ
ー
タ
ー
新
党

社
会
民
主
連
合

日
本
共
産
党

希
望

第
二
院
ク
ラ
ブ

新
自
由
党

　
一
九
票

　
　
●
票

　
　
二
票

四
二
〇
票

　
　
一
票

　
　
二
票

一
八
票

五
一
票

三
一
票

二
一
票

一
〇
五
票

　
七
票

五
二
票

　
七
票

世
界
浄
霊
会

風
の
会

日
本
新
党
　
　
一

日
本
社
会
党

年
金
党

日
本
愛
酢
党

大
日
本
誠
流
社

ス
ポ
ー
ツ
平
和
党

中
小
企
業
生
活
党

自
由
民
主
党

民
社
党

国
民
党

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

地
球
維
新
党

フ
リ
ー
ワ
ー
ク
ユ

政
事
公
団
太
平
会

日
本
世
直
し
党

平
成
改
新
党

環
境
党

平
民
党

難
民
党

表
現
の
自
血
党

無
　
　
　
効

町職員による開票作業のもよう

過去の投票率

　　　　95．02　1

　
　
　
　
　
○
票

　
　
　
　
』
票

三
三
・
五
一
二
票

　
一
、
四
二
六
票

　
　
　
　
三
二
票

　
　
　
　
一
一
票

　
　
　
　
　
●
票

二
、

ニ
オ
ン

二
四
票

　
二
〇
票

四
四
六
票
　
珀

　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
9

二
〇
〇
票

　
　
五
票

　
　
二
票

　
　
○
票

一…八六二四〇〇
西西西西西西西西爪爪示爪’示πく爪刀べ

二
〇
七
票

81．28
83．15

89．46

84．17

87．85

89・8089・7589．70

93．73

参
院
（
補
）
74．61

9b．OZ

投票率
％

町
議

町
長

91．6091・9191．8991．50

県
議

　　　　　　　91．4190．31

衆
院

衆
院

県
議

衆
院

参
院
（
渠
）

参
院
（
比
）

県
難
事

選
挙
の
種
類

県
知
事衆

院

衆
院

参
院
（
地
）

参
院
（
全
） 県

知
事

81・8381．3981．29

県
知
事

参
隣
（
補
）

参
院
（
県
）

参
醗
（
姥
〉

53　　54　　55　55　55　　57　　58　　58　　60　　61　　61　61　61　　62　　元　　　元　　　元　元　　　2　　2　　　3
4　　10　　6　6　6　　4　　4　　12　　8　　5　　7　7　7　　4　　5　　6　　7　7　　2　12　　6

執行
年月
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平成5年1月完成予定

新しい診療所の
　　　　名称募集
締め切り8月24日（当日消印有効）

新しい診療所完成予想図

　
　
現
在
、

　
平
成
五
年
一
月
の
完
成
を
目
指
し
て
、

　
高
原
田
地
内
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
新
診
療
所
の
名
称
を
次
の
要

領
で
募
集
し
ま
す
。
町
内
・
外
を
問

　
い
ま
せ
ん
の
で
、
ふ
る
っ
て
隔
、
一
応
募

く
だ
さ
い
。

　
【
応
募
方
法
】

　
　
は
が
き
一
枚
に
一
点
の
作
品
と
し

ま
す
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
川
西
町
国
民
健
康

保
険
診
療
所
あ
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
【
締
め
切
り
】

　
8
月
2
4
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　
【
賞
・
m
】

　
採
用
一
点
。
佳
作
若
干
。

　
【
発
表
】

　
本
紙
に
発
表
。
本
人
に
も
通
知
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

ド

ド
　
　
　

ド
　
ト
ラ

リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
　
建
物
の
　
概
要
　
　
｝

～
構
　

造
鉄
骨
造
一
部
二
階
建
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
延
床
面
積
　
一
、
二
二
四
・
五
四
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
　
　
　
　
　
　
　
平
方
メ
ー
ト
ル
「

I
I
－
1
－
l

－
1
－
1
－
1
－
I
r
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緊　新しい診療所の起工式。安全
・　を祈願するクワ入れ式（7・8）

　　　社会福祉協議会職員募集
◎事務局職員（事務員1人）

◎老人ディサービスセンター職員

　（生活指導員若干人、寮父母4人、看護婦（士）

　　または準看護婦仕）1人、給食調理員1人）

申込受付　8月31日まで（郵送消印8月30日）

　
㈹
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

事
務
局
職
員
と
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
職
員
を
、
次
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。

【
募
集
人
目
貝
】

◎
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
職
員

　
事
務
口
貝
　
　
一
人

◎
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員

　
生
活
指
導
員
　
　
若
、
干
人

　
寮
父
母
　
　
四
人

　
看
護
婦
（
士
）
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人

　
準
看
護
婦
（
士
）

　
給
食
調
理
員
　
　
一
人

【
受
験
資
格
】
（
い
ず
れ
も
共
通
）

　
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

ω
4
5
歳
以
下
で
、
心
身
と
も
健
康
な

　
人

ω
福
祉
に
理
解
が
あ
り
、
施
設
に
通

　
勤
可
能
な
人

⑥
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
有
し

　
て
い
る
人

【
試
験
の
日
時
、
場
所
及
び
方
法
】

試
験
日
9
月
6
日
印

　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
付
時
間
　
午
後
1
時
3
0
分

場
・
所
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

方
　
　
法
作
文
試
験
と
面
接
試
験

　
　
　
　
　
を
し
ま
す
。

【
採
用
日
】

◎
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
職
員

　
平
成
4
年
1
0
月
1
日

◎
老
人
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
職
員

　
平
成
5
年
4
月
1
日

【
申
込
書
の
請
求
先
】

　
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

【
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類
】

　
．
医
師
の
健
康
診
断
書
　
一
通

　
．
看
護
婦
（
士
）
ま
た
は
準
看
護
婦

　
　
（
十
）
の
場
合
は
、
そ
の
ほ
か
に

　
　
看
護
婦
（
士
）
資
格
免
状
の
写
し

　
　
一
通
が
必
要
．

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

◎
い
ず
れ
も
同
じ

8
月
31
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、
消

印
は
3
0
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
川
西
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
費
六
八
ー
二
三
〇
八

　
　
　
　
　
有
線
　
二
五
八
七

都
市
計
画
案
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　
川
西
町
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
の
都
市
計
画
案
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

1
都
市
計
画
を
定
め
る
地
域

　
　
　
　
（
千
手
地
区
｝
四
〇
診
）

　
　
川
西
町
大
字
山
野
田
、
上
新
井
、

　
東
善
寺
、
水
口
沢
、
中
屋
敷
、
沖

　
立
、
伊
勢
平
治
、
友
重
、
坪
幽
、

　
霜
条
、
鶴
吉
の
各
一
部

臼
都
市
計
画
案
の
縦
覧
場
所
及
び
時

　
間

　
場
所
　
川
西
町
役
場
環
境
整
備
課

時
闘
　
月
～
金
躍
日
　
午
前
8
時

　
　
　
　
3
0
分
～
午
後
5
時

　
　
　
土
曜
日
午
前
8
時
3
0
分
手

　
　
　
正
午
（
第
四
週
の
土
曜
日

　
　
　
は
、
閉
庁
に
つ
き
体
み
で

　
　
　
す
）

3
縦
覧
期
間

　
平
成
4
年
8
月
憩
臼
～
餌
臼

4
問
い
合
わ
せ

　
役
場
環
境
整
備
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　
豊
六
ハ
ー
三
二
一

　
　
　
　
　
有
線
　
　
工
一
四
一
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【＝＝

1、▼

　
　
　
「

飾

表彰された皆さん

老若男女みんなそろってシェイプアップ体操

楽しい人形劇の公演

　
七
月
五
日
、
総
合
体
育
館
を
会
場

に
、
第
五
回
健
康
づ
く
り
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
N
H
K
健
康
フ
ェ
ァ
や

第
五
回
町
民
つ
な
引
き
大
会
、
第
四

回
健
康
づ
く
り
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
三
十
分
の
開
会
式
で
は
、

保
健
衛
牛
功
労
者
、
三
十
回
以
上
の

献
血
功
労
者
、
健
康
づ
く
り
標
語
入

選
者
、
一
年
間
家
族
全
員
が
一
度
も

医
療
機
関
を
使
わ
な
か
っ
た
、
七
世

帯
の
健
康
家
族
の
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。　

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
で
は
、
寺
沢

捷
年
さ
ん
（
富
山
医
科
薬
科
大
学
教

授
）
に
よ
る
「
漢
方
薬
を
正
し
く
使

っ
て
い
ま
す
か
」
と
題
し
た
講
演
や
、

鈴
木
正
成
さ
ん
（
筑
波
大
学
教
授
）

に
よ
る
「
自
由
に
食
べ
る
ダ
イ
エ
ッ

ト
術
」
と
題
し
た
ミ
ニ
講
話
、
監
物

栄
子
さ
ん
を
中
心
に
し
た
指
導
員
に

よ
る
、
さ
わ
や
か
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

体
操
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
i
診
断
コ

ー
ナ
ー
、
減
塩
食
の
試
食
コ
ー
ナ
i
、

薬
草
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
ビ
デ
オ
で
ア

ニ
メ
の
上
映
や
人
形
劇
の
公
演
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

衰
彰
さ
れ
た
方
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

●
保
健
衛
生
功
労
者

小星内高

幡名山橋

ト　君フ

ミ睦江ミ
ハ　 ノヘ　 パ　 ノヘ

仁上新三
　　町
　　新
田野田領
）　）　）　）

●
健
康
づ
く
り
標
語
入
選
者

　．＿　　　　　●　““30●　““佳杢
半高登青佐渡田健　 回献　 作選

田橋坂木藤貫中康高保野血小高桐小
　＿　　　　　家　　、功野
穫智条寅元軍族橋坂沢労塚橋生林
好男子夫夫二平　和好和者　千か大
＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　代お
室室岩赤仁新誉　　異夫隻　　峯恵り員
　　、　騨　蔚仁　．華鋼
量邑塑査里胆尊　　田立田　　　小小小
　　　　　　　　）　 ）　 ）　　　　　　　　　　）　 ）　 ）　 ）
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小学生低学年の部で優勝した木落サブローチーム

理
縷
、
醍
蹴
難
，

　
　
　
　
　
　
　
　
馨
，
灘
瀬

　
　
　
　
　
　
　
　
藝
ー
震
　
　
　
　
　
　
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
き

，
諦
　
　
麟
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁
　
　
　
　
　
　
鑑

　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
憎
　
　
纏

　
鵬
　
養
　
、
鞠
　
　
　
灘
5
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
繍
　
　
鰍

騨
、
難
・
、
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
，
　
　
　
愚
籍
・
v

　
　
　
　
鰍
撒
、
霧
　
、
　
　
　
　
　
ー
ま
ー

　
羅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
　
　
護
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醍

　
韓
　
繋
－
・
灘
　
．
．
・
醐
蘇

　
　
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
白
熱
し
た
試
△

　
　
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た

第
4
回
健
康
づ
く
り

　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

　
　
　
　
1
位
　
沖
立
光
会

　
　
　
　
2
位
　
上
野
と
き
わ
会

　
　
　
　
3
位
　
白
倉
チ
ー
ム

減塩食の試食・試飲コーナー。

なども発表されました

「町内塩分マップ」

第5回町民つな引き大会結果

〔小学校低学年の部〕

1位　木落サブロー
2位　わんぱく大将（橘小）
3位　星のカービィ（千手小）

3位　ウルトラつな引きチーム（千手小）

〔小学校高学年の部〕

1位おのっちょパワー（千手小）
2位　スペシャルファイターつな引き組

　　　　　　　　　　（千手小）
3位　SSC中仙田B
3位　考ルパワー3（千手小）

〔一般の部〕

1位　白倉オールマイティーズ

2位　モクラク（木落）A

3位　ポパイandオリーブス
3位　フェニックス

応援にも熱が入ります

日ごろの体力づくりなどについてアンケート
が行われました

⑳　4．8．10



仙
田
村
の
学
校
間
題
①

岩
瀬

金
　
子
　
幸
　
作

も
め
た
仙
田
村

　
高
等
科
の
設
置
と
学
校
統
合
、
校

舎
の
建
設
位
置
で
対
立
し
、
明
治
・

大
正
・
昭
和
の
半
世
紀
を
も
み
に
も

ん
だ
仙
田
村
の
学
校
問
題
は
、
刈
羽

郡
高
田
村
（
現
柏
崎
市
）
の
紛
争
と

並
ぶ
県
下
の
二
大
騒
動
で
あ
っ
た
。

　
も
っ
と
も
エ
キ
サ
イ
ト
し
た
の
は

昭
和
十
二
、
三
年
で
、
赤
谷
の
童
子

ヶ
島
に
新
設
校
を
建
て
る
統
合
案
を

め
ぐ
っ
て
村
や
集
落
が
二
分
し
、
親

類
縁
者
が
交
際
を
絶
ち
、
村
会
議
員

は
夜
道
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ず
、
村

長
は
辞
職
し
て
そ
の
あ
と
に
な
り
手

が
な
い
ほ
ど
も
め
続
け
た
。

　
こ
の
案
に
強
く
反
対
し
た
の
は
、

話
が
ま
と
ま
る
と
ム
ラ
の
学
校
が
消

え
る
中
仙
田
の
川
東
と
岩
瀬
で
あ
っ

た
が
、
な
か
で
も
岩
瀬
は
中
仙
田
校

へ
の
通
学
拒
否
を
申
し
合
わ
せ
、
こ

の
「
ム
ラ
決
め
」
で
高
等
科
に
在
籍

し
た
児
童
は
一
年
で
中
途
退
学
し
、

以
後
の
数
年
は
、
一
部
の
者
を
の
ぞ

く
と
だ
れ
も
高
等
科
へ
行
ぐ
こ
と
が

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
同

級
生
や
友
人
の
間
に
ミ
ゾ
が
生
じ
、

進
学
を
止
め
ら
れ
た
組
は
ヒ
ネ
ク
レ

て
ム
ラ
役
員
や
大
人
た
ち
に
口
答
え

し
た
。
筆
者
も
犠
牲
に
な
っ
た
一
人

で
、
五
十
余
年
を
経
た
今
も
な
お
無

念
の
思
い
が
捨
て
切
れ
な
い
。

他
山
の
石
と
し
て

　
岩
瀬
の
指
導
者
や
父
兄
た
ち
は
、

子
ど
も
の
教
育
を
ど
う
考
え
て
い
た

の
か
と
愚
痴
の
ひ
と
つ
も
こ
ぼ
し
た

く
な
る
が
、
聞
い
て
ほ
し
い
人
は
と

っ
く
に
こ
の
世
を
去
り
、
今
さ
ら
と

や
か
く
言
っ
て
も
始
ま
ら
な
い
だ
け

に
む
な
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
川
西
町
の
現
代
史
に
目
を
と
お
す

と
、
千
手
・
中
野
・
上
野
・
橘
村
で

も
統
合
や
位
置
を
め
ぐ
っ
て
問
題
の

お
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
仙明治期の仙田村役場（南雲助役提供）

田
村
み
た
い
に
、
大
人
が
子
ど
も
の

存
在
を
忘
れ
て
争
っ
た
よ
う
な
資
料

は
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

　
こ
れ
か
ら
先
、
川
西
町
の
学
校
教

育
に
お
い
て
も
幼
児
教
育
の
在
り
方

や
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
で
間
題
が

お
こ
り
、
解
決
に
困
難
な
事
態
が
予

想
さ
れ
な
く
も
な
い
が
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
は
犠
牲
に
し
て
は
な
ら
な
い

と
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
る
。

　
以
下
、
仙
田
村
の
学
校
問
題
を
と

り
あ
げ
て
他
山
の
石
と
し
た
い
。

　
一
村
六
ヵ
校
だ
っ
た

　
大
正
末
期
に
、
仙
田
村
役
場
の
学

事
係
が
ま
と
め
た
一
葉
の
資
料
が
あ

る
。
学
校
問
題
の
流
れ
を
つ
か
む
た

め
に
、
ま
ず
は
こ
の
「
仙
田
村
学
校

間
題
沿
革
」
の
書
き
出
し
に
目
を
と

お
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
村
ハ
従
来
仙
田
（
室
島
）
、
中

仙
田
、
赤
岩
、
臼
倉
、
田
戸
、
高
倉

ノ
六
ヵ
校
タ
リ
。

　
明
治
三
十
八
年
四
月
一
日
ヨ
リ
、

仙
田
校
二
高
等
小
学
ヲ
併
置
セ
リ
。

　
四
十
年
二
月
始
メ
ヨ
リ
一
村
一
校

ノ
高
等
小
学
校
ト
シ
、
現
在
ノ
仙
田

校
ハ
甚
ダ
一
方
二
偏
シ
居
ル
故
、
中

央
二
独
立
若
ク
ハ
併
置
ノ
声
強
ク
起

ル
、
但
シ
実
現
ス
ル
ニ
至
ラ
ズ
。

高
橋
翁
の
回
想

　
室
島
の
高
橋
惣
治
さ
ん
は
明
治
三

十
四
年
生
ま
れ
で
今
年
九
十
二
歳
、

学
校
間
題
の
さ
な
か
に
村
会
議
員
を

勤
め
た
こ
の
人
が
、
も
め
た
当
初
の

仙
田
村
を
次
の
よ
う
に
回
想
す
る
。

　
尋
常
科
の
四
年
制
が
六
年
に
な
っ

た
の
は
明
治
四
十
二
年
で
、
翌
年
か

ら
「
ハ
タ
、
タ
コ
、
コ
マ
」
の
国
定

教
科
書
に
変
わ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

　
仙
田
村
で
最
初
の
高
等
科
が
室
島

に
置
か
れ
た
の
は
、
だ
ん
な
様
が
い

て
ほ
か
ム
ラ
よ
り
税
金
を
多
く
納
め
、

そ
れ
だ
け
発
言
力
が
強
か
っ
た
か
ら

だ
。
中
仙
田
、
赤
岩
校
区
は
も
ち
ろ

ん
、
臼
倉
、
桐
山
の
子
も
今
で
は
考

え
ら
れ
な
い
難
路
を
毎
日
室
島
の
高

等
科
に
通
学
し
た
。
遠
方
の
子
は
、

冬
は
学
校
内
に
寝
泊
り
を
許
さ
れ
た

が
、
加
茂
農
林
を
め
ざ
す
岩
瀬
の
金

子
喜
一
郎
は
ど
ん
な
に
大
雪
の
日
で

も
通
い
続
け
た
。
千
手
か
ら
二
人
、

峠
を
越
え
て
来
て
学
ん
で
い
た
。

　
高
等
科
の
ほ
し
い
中
仙
田

　
中
仙
田
の
衆
が
「
高
等
科
を
村
の

中
央
校
に
置
く
べ
き
だ
」
と
旗
を
あ

げ
、
こ
れ
に
赤
岩
や
臼
倉
校
区
が
賛

同
し
て
騒
い
だ
時
、
室
島
は
①
瀬
替

え
工
事
し
て
で
き
た
新
道
は
悪
路
で

通
学
に
至
難
　
②
弁
当
を
毎
旧
持
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ら
カ
さ

せ
る
の
は
容
易
で
な
い
　
③
傘
や
雨

合
羽
が
無
く
て
大
荒
れ
の
日
に
困
る

と
ム
ラ
を
あ
げ
て
反
対
し
た
。

　
し
か
し
、
中
仙
田
か
ら
川
下
の
衆

は
県
の
息
が
か
か
っ
て
い
て
、
　
「
高

等
科
と
い
え
ば
大
人
に
近
い
性
格
、

オ
ラ
も
室
島
に
通
わ
せ
た
の
だ
か
ら

ネ
ラ
が
中
仙
田
へ
来
れ
な
い
は
ず
は

な
い
」
と
反
論
さ
れ
て
困
っ
た
。

　
室
島
は
連
日
常
会
を
開
い
て
対
策

を
協
議
し
た
が
、
あ
る
年
、
村
会
を

傍
聴
し
て
来
た
人
が
次
の
よ
う
に
報

告
し
て
み
ん
な
を
驚
か
せ
た
。

　
中
仙
田
の
軍
人
班
長
樋
口
八
百
作

が
在
郷
軍
人
に
動
員
を
か
け
、
軍
服

を
着
た
兵
隊
が
多
勢
役
場
へ
押
し
か

け
て
、
　
「
高
等
科
を
村
の
ま
ん
中
に

持
っ
て
こ
い
」
と
気
合
い
を
か
け
て

い
た
。
在
郷
軍
人
の
言
う
こ
と
な
の

で
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　
上
組
五
集
落
の
反
応

　
藤
沢
は
「
仙
田
校
併
置
に
は
こ
だ

わ
ら
な
い
、
ど
っ
ち
み
ち
、
通
う
こ

と
に
変
わ
り
が
な
い
か
ら
高
等
科
は

ど
の
学
校
で
も
良
い
」
と
い
う
意
見

が
強
く
、
ム
ラ
が
二
つ
に
割
れ
た
。

　
高
倉
は
「
室
島
に
高
等
科
を
置
く

こ
と
に
反
対
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り

に
、
霧
谷
と
小
脇
の
子
ど
も
を
オ
ラ

ほ
う
に
通
わ
せ
て
高
倉
校
を
大
き
く

し
た
い
」
と
協
力
を
要
請
し
た
。

　
小
脇
と
霧
谷
は
、
　
「
高
倉
の
衆
が

ど
う
言
お
う
と
オ
ラ
は
あ
ん
な
村
の

て
っ
ぺ
ん
に
通
わ
せ
る
気
は
な
い
。

行
く
の
で
あ
れ
ば
中
央
に
近
い
室
島

を
選
ぶ
」
と
い
う
態
度
で
あ
っ
た
。

　
桐
山
は
い
つ
も
の
こ
と
で
去
就
が

あ
い
ま
い
だ
っ
た
が
、
最
終
的
に
は

中
仙
田
側
に
味
方
し
た
よ
う
だ
。
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七
月
十
三
日
、
川
西
中
生
徒
会
（
高
橋
孝
治
会
長
・
生
徒
数
三

八
六
人
）
で
は
、
　
「
町
へ
の
奉
仕
活
動
」
と
し
て
、
生
徒
会
が
自

主
的
に
空
き
缶
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
こ
と
し
初
め
て
企
画
さ
れ
、
三
月
ご
ろ
か
ら
風

紀
．
美
化
・
広
報
の
三
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
計
画
を
進
め
て

き
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
全
校
生
徒
が
地
域
に
帰
っ
て
作
業
を

実
施
、
ス
チ
ー
ル
缶
九
三
九
個
、
ア
ル
ミ
缶
二
六
八
個
を
回
収
し

ま
し
た
。

　
「
は
じ
め
は
文
句
を
言
っ
て
い
た
生
徒
も
、
当
日
に
な
っ
た
ら

協
力
し
て
く
れ
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
た
。
こ
う
い
っ
た
活

動
を
通
じ
て
、
新
し
い
一
つ
の
伝
統
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
一

と
、
高
橋
会
長
は
話
し
て
お
り
、
第
二
段
と
し
て
、
町
内
の
自
動

販
売
機
に
空
き
缶
入
れ
を
設
置
す
る
計
画
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
活
動
報
告
に
よ
れ
ば
、
空
き
缶
の
散
乱
が
目
立
っ
た
町
内
も
あ

っ
た
と
か
：
・
…
。
み
ん
な
が
拾
う
立
場
に
な
っ
て
考
え
、
空
き
缶

な
ど
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

生
徒
が
空
き
缶
拾
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施

わが町を美しく！

滋催鮎花の苗　　　　　灘
鞭翼難　　1，000株を寄贈　　移グ

七
月
七
日
、
魚
沼
地
区
障
害
福
祉
組
合
（
大
沢
澄
男
理
事
長
・

『
舌
三
郡
〈
十
六
市
町
村
〉
で
構
成
）
が
経
営
す
る
魚
沼
更
生

＝
園
の
農
耕
班
の
代
表
三
人
が
町
を
訪
れ
、
サ
ル
ビ
ア
、
日
日
草
、

　
ケ
イ
ト
ウ
、
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
、
八
種
類
の
花
の
＋
里
千
株
を
町

　
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
魚
沼
更
生
園
と
構
成
員
を
同
じ
く
す
る
魚
沼
学
園

　
　
　
こ
と
し
三
十
周
年
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
魚
沼
更
生

＝

：3器＝二＝＝翼z器z二二＝二二器器z二＝z二＝累二；＝二＝＝器累器＝二＝累器呂二＝＝器＝二＝z器＝；；＝麗茎二＝＝器z二甲呂器＝二＝器二＝＝器＝二一累二＝＝器累器z器＝z＝器z一器器累器茎二＝＝；：＝二

どわ
うか

　、“　 、“
u』、u』、

つな
ノ￥

ウ
ス

の報広し樹
集
が
、

盤
騨
勧
灘
驕
欝
磁
建
い
ζ
入

　
　
し
　
ニ

憲
か
雛
紳
載
輪
蹴
臥
噺
麺
騎

ひ
と
＝
　
　
・

－
　
”
“
と
こ
ろ
で
す
。

中
長
一
｛

の
員
＝
　
寄
贈
さ
れ
た
花
の
苗
は
、
月
兄
ヶ
原
公
園
や
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー

遍
蓋
ン
下
ク
に
届
け
ら
れ
、
町
職
員
な
ど
に
よ
っ
て
植
え
付
け
ら

　
　
　
｝
一
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
完
成

　
七
月
十
五
日
、
千
手
小
学
校
（
佐
藤
威
美
校
長
・
児
童
数
二
九

二
人
）
児
童
玄
関
脇
に
、
う
さ
ぎ
や
鳥
を
飼
育
す
る
小
屋
「
わ
か

ぶ
な
ど
う
ぶ
つ
ハ
ウ
ス
」
が
で
き
、
そ
の
完
成
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ハ
ウ
ス
は
、
学
校
、
P
T
A
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
計
画

を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
三
・
六
メ
ー
ト
ル
×
五
・
四
メ
ー
ト
ル

の
建
て
物
で
す
。
現
在
、
ハ
ウ
ス
の
中
に
は
う
さ
ぎ
二
羽
、
チ
ャ

ボ
八
羽
、
ト
ウ
マ
ル
一
羽
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

完
成
し
た
ハ
ウ
ス
の
前
で
喜
ぶ

一
、
二
年
の
児
童

　
完
成
式
は
、
わ
カ

ぶ
な
児
童
会
の
と
り

こ
委
員
会
（
門
脇
真

佐
美
委
員
長
・
1
5
人

で
構
成
）
を
中
心
に

進
め
ら
れ
、
先
生
や

関
係
者
の
見
守
る
な

か
で
、
作
っ
て
い
た

だ
い
た
方
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈
や
一
、
二

年
生
の
代
表
四
人
が
、

う
さ
ぎ
や
鳥
の
格
好

を
し
て
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
歌
や
飼
育
小
屋

の
愛
称
を
発
表
し
て
、

完
成
を
喜
び
あ
い
ま

し
た
。
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⑭

ム
圃
圖
團

圃
国
回
▽

　
寄
贈
図
書
の
紹
介

　
町
役
場
職
員
労
働
組
合
様
か
ら
二

百
五
十
冊
余
り
、
町
公
民
館
図
書
室

に
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。○

日
杢
困
閣
史
録
全
六
巻

○
翔
ぶ
が
如
く
全
七
巻
司
馬
遼
太
郎

○
項
羽
と
劉
邦
全
二
巻
司
馬
遼
太
郎

○
街
道
を
ゆ
く
三
巻
　
司
馬
遼
太
郎

○
阿
刀
里
・
同
著
作
集

ガ
ラ
ス
の
肖
像
他
一
八
冊

○
新
書
太
閣
記
全
四
巻
　
吉
川
英
治

○
宮
本
武
蔵
全
四
巻
　
　
吉
川
英
治

○
徳
川
家
康
全
二
十
巻
　
山
岡
荘
八

4
着
、
勤
麺
麹

灘
だ
）

織
ん
1
9

楽
σ

て
操

　
っ
体

な
プ

　
　
ツ

○
織
田
信
長
全
五
巻
　
　
山
岡
荘
八

o
日
本
文
学
全
集
八
巻

○
将
軍
全
三
巻
　
　
　
ジ
ェ
ー
ム
ス

〇
一
億
人
の
昭
和
史
八
巻

○
ち
く
ま
文
学
の
森
六
巻

○
心
は
こ
う
し
て
育
つ
四
冊

○
天
声
人
語
全
二
巻
　
　
深
代
厚
郎

○
日
本
歴
史
物
語
二
巻

○
御
宿
か
わ
せ
み
全
二
巻
平
岩
弓
枝

○
す
て
き
な
あ
な
た
に
全
二
巻

○
ガ
ン
よ
私
の
真
由
美
よ
全
二
巻

○
朱
夏
の
女
た
ち
全
二
巻
五
木
寛
之

○
ふ
み
子
の
海
全
二
巻
　
市
川
信
夫

○
貝
に
な
っ
た
男
　
　
　
上
坂
冬
子

○
回
相
心

○
太
閣
さ
ま
の
虎

○
鈴
の
鳴
る
道

○
平
成
維
新

○
目
玉

○
気
ま
ま
な
お
弁
当

○
コ
シ
ヒ
カ
リ
伝
説

O
A
7
朝
の
秋

親と子と一緒

親子スキンシ

鯉
．

羅

王
貞
治

杉
本
苑
子

星
野
富
弘

大
』
則
研
一

士
q
行
淳
之
介

　
太
田
治
子

名
著
刊
行
会

　
山
田
太
一離

天候に恵まれ、にぎわった十七夜まつり（7．16）　　ハ　」ノ1　　”　」一’／’‘’一　　　1〈　　一”7
　　　　　　0■，0■，■■90嗣■唱ロ■”顧■■燗■D－1■陶■瞳嗣閣，■■ロ■■■レー1■■，■■，．■■剛■，0■D　O■r　I■■嗣9■9ロ■ロ■■■レ0■ロ■レ帽■ロ■■■■■｝■■■■■■ロ■■一■■D■陽■■・’■■0ロー■■5■■0ロ■，6■，■■，ロ■ロD■■9■圏レ■■｝一ロ■■陶■9■■
　　　　　　0ロ■6■■■ロ1■■6■0■91■匿一〇■■1ロ■“■，0■ロ6■，層■ロ■■圏，0■一■■，0■r■9■■r■■燗■■■圏，■■■■■一一〇■O■■■■一■■1■薗6■レ■■ロ■レロ瞬一■■』■陰6■』ロ■リロ■6顧O帽■9－1■■じ■陶■■レー0■■陰．■』噸■“■10瞳■■1

麹

璽
壷
．
灘

難

くらしなゆうた君

〈
千
手
小
学
校
丁

1年おのづかさとし君3年蔵品利浩君

　一
蜜

警

山岸大祐君6年窪田良人君

2年高橋聡子さん

（9月号は上野小学校です）

　　　　　　　　　　　　　4．8．10

5
年
井
上
冴
子
さ
ん

4
年
丸
山
健
太
郎
君



拳
　
　
新
町
新
田
　
鈴
木
義
一

　
　
　
　
去
る
六
月
二
十
二
日
か

…
…
…
…
蒙
皇
李
秋
讐
様

一
一

　
塀
な
ど
、
六
宮
家
の
お
住
ま

　
証
い
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
用
地
を
ひ
と
通
り
案
内
し
て
い

た
だ
い
た
あ
と
、
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
、
皇
太
子
、
紀
宮
様
が
お
そ
ろ
い

で
お
出
ま
し
に
な
り
、
ご
会
釈
と
お町から参加したみなさん

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
心
の
中
ま
で

温
ま
る
ま
な
ざ
し
で
、
一
人
ひ
と
り

に
丁
寧
に
ご
会
釈
を
操
り
返
し
て
奥

に
お
入
り
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
生

涯
に
銘
記
す
べ
き
感
動
の
ひ
と
と
き

で
し
た
。

　
翌
二
十
四
日
か
ら
皇
居
に
奉
仕
に

あ
が
り
ま
し
た
。
川
西
町
出
身
で
、

皇
居
の
護
衛
部
長
の
高
橋
秀
雄
様
に

は
、
特
別
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
来
年
も
引
き
続
い
て
奉
仕
団
を
送

る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
先
（
世
話
人
）

　
山
野
田
　
田
村
才
一
郎

　
　
　
　
費
六
八
－
二
三
九
五

　
新
町
新
田
鈴
木
義
一

　
　
　
　
費
六
八
⊥
二
四
五
〇

意、
　　（敬称略）

善

20万円

成人病予防対策に

匿名　希望（木落）

3万円

保健対策に

南雲佐藤治（三領）

喫冑窮

窟
＠
哲
錘
覆
鰐
侶
備
・
屍
る

器
具
の
使
い
方
を
習
う
団
員

果
」

結
場

第5回町内学童親善相撲大会

七
月
七
日
、
町
赤
十
字
奉
仕
団
嵩

橋
ス
、
、
・
委
員
長
・
団
員
一
五
二
人
）

で
は
、
災
害
用
移
動
炊
飯
器
の
実
習

会
を
開
き
ま
し
た
。

　
こ
の
移
動
炊
飯
器
は
、
プ
ロ
パ
ン

　
　
　
ま
き

ガ
ス
、
薪
両
方
で
使
用
が
で
き
る
も

の
で
、
風
よ
け
の
囲
み
や
大
き
な
ナ

ベ
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
が
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
ナ
ベ
の
水
を
沸
か
し
て
、

そ
の
中
に
ビ
ニ
ー
ル
パ
ッ
ク
の
包
装

食
を
入
れ
ま
す
。
こ
の
パ
ッ
ク
は
、

一
合
の
お
米
と
水
を
入
れ
、
空
気
を

出
し
て
口
を
し
っ
か
り
し
ば
れ
ば
そ

　　　　　　　　　7月19日　総合体育館相撲場一

■団体戦

優勝　千手小学校A
　　（鴫原大介、柳直也、高橋俊博、高橋和也、斎藤保、平沢

　　克広、田村潔、柄沢健太）

2位　上野小学校

　　（若山博彰、渡貫正嗣、片桐武彦、丸山一樹、高橋智之、

　　田畑正樹、渡貫陽介、茂野良太、丸山広哲、小川拓郎）

3位　千手小学校B
　　（根津英和、北村弘行、藤田啓吾、大海真彦、内山鉄兵、

　　茂野進、尾身尚也、南雲基延、相崎政憲）

■個人戦

4　　年 5　　年 6　　年

優勝 星名　太一（橘） 高橋　俊博（千手） 相崎　泰行（千手）

2位 大久保英和（橘） 高橋　　渉（仙田） 秦野　勝義（橘）

3位 若山　博彰（上野） 大海　真彦（千手） 尾身　尚也（千手）

4位 庭野　　哲（仙田） 松崎　　正（千手） 斎藤　　保（千手）

5位 高橋　克幸（千手） 原　　秀和（橘） 田村　　潔（千手）

6位 丸山健太郎（千手） 蔵品　　奨（上野） 高橋　智士（千手）

れ
で
出
来
上
が
り
で
、
ナ
ベ
の
中
に

は
一
度
に
五
十
袋
ぐ
ら
い
が
入
り
ま

す
。
炊
け
れ
ば
、
手
が
汚
れ
て
い
て

も
、
そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
実
習
で
は
、
団
員
ら
十
五
人
ほ
ど

が
炊
飯
器
の
使
い
方
や
、
実
際
に
つ

く
っ
て
み
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、

ど
の
く
ら
い
で
水
が
沸
く
か
、
ご
は

ん
の
出
来
上
が
り
は
ど
う
か
、
食
味

は
ど
う
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
不
足
し
て
い
る
用
具
が
あ
っ
た
も

の
の
、
参
加
し
た
人
た
ち
の
話
で
は
、

「
食
味
は
ま
あ
ま
あ
。
中
で
も
、
し

ょ
う
油
ご
は
ん
は
お
い
し
い
出
来
。
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

手
に
汗
を
握
る
熱
戦
の
連
続
で
す

謬’

轟
露灘

．

㈱難
遜
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昇
天
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ご
め
い
福
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祈
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田
中
多
恵
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（
平

茂
野
作
一
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（
宏

野
沢
　
熊
雄
80
（
六

小
林
　
テ
ル
8
3
（
孝

柄
沢
米
平
8
4
（
龍

登
坂
　
キ
ク
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（
博

㊦
嚢
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ノ

念盈～
畿

　
痛

男雄壽郎行一
）　）　）　）　）　）

岩学中野室小
　校島　　白
瀬町町口島倉

小
わ
琶

俳
壇

太
田
白
南
風
選

訪
へ
ば
留
守
風
鈴
の
鳴
り
し
の
み

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

庭
の
木
も
草
も
動
か
ぬ
日
の
盛
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

鳴
き
た
て
て
口
大
き
な
る
燕
の
子

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
　
寛
平

熱
き
茶
を
す
す
り
猛
暑
に
堪
え
て
を
り

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

苔
の
花
山
の
野
佛
風
化
し
て

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
金
子
　
桂
吉

あ
た
ら
し
き
風
渡
り
ゆ
く
青
田
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
金
子
　
鉄
平

炎
昼
の
ク
レ
ー
ン
の
捻
り
雲
崩
る

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

風
鈴
を
鳴
ら
し
て
風
の
通
る
道

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

大
滝
の
壷
に
立
ち
た
る
涼
し
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
春
子

策
赤
く
染
め
土
用
梅
干
し
上
が
り

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

夏
木
立
昏
れ
ゆ
き
空
の
暮
れ
残
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　　　（　　　（
野田鈴高峠斎

沢中木橋　喜

紀新フー正正
　　ジ
子一工弘江人

野小塩坪塩室
　白沢　 沢

口倉町山町島
か　　 か　　 か

り　　　り　　　ら

渡
部
亜
紗
詫
祀
二
女
野

夕
立
の
過
ぎ
日
ぐ
ら
し
の
声
涼
し

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺

蔓
延
び
る
夕
顔
に
柴
立
て
増
し
て

香
煙
の
え
ん
ま
大
王
包
み
け
り

梅
雨
明
け
の
宣
言
と
な
る
こ
の
暑
さ

遠
く
へ
は
飛
ば
ず
巣
立
ち
の
雀
五
羽

大
い
な
る
風
車
の
廻
り
青
田
風

ど
く
だ
み
の
花
白
々
と
暮
れ
の
こ
り

芋
の
葉
の
水
玉
光
り
梅
雨
晴
間

夕
風
を
涼
し
く
受
け
て
洗
髪

老
い
し
妻
綜
結
う
手
の
あ
ざ
や
か
に

散
水
に
走
り
出
て
来
し
蜥
蜴
か
な

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝

　
　
　
　
　
　
四
郎
兼
　
平
野
　
恵
春

生
き
甲
斐
の
菊
の
挿
芽
を
図
り
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
　
向
山

　
　
　
　
　
　
足
立
区
駒
形
頼
太

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
貞
子

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
あ
さ
み

蝸
の
ひ
ね
も
す
鳴
い
て
孟
蘭
盆
会

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

人
影
の
絶
え
し
グ
ラ
ン
ド
月
見
草

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

久
保
田
千
醒
美
㌃
女
栄

竿
売
り
の
声
問
延
び
し
て
街
暑
し

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

残
照
の
中
蝸
の
澄
み
わ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
根
津
と
さ
子

雨
上
り
む
せ
る
が
如
き
草
い
き
れ

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

人
の
波
片
瀬
海
岸
梅
雨
明
く
る

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

梅
雨
冷
え
の
拾
ひ
着
を
し
て
ひ
と
日
居
り

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

土
用
干
し
し
て
梅
干
の
色
そ
ま
り

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
春
日
　
ぶ
ん

芋
洗
う
ご
と
き
海
水
浴
の
子
等

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

梅
雨
明
け
の
雷
と
な
り
響
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
新
町
井
川
　
　
亘

七
夕
の
笹
引
ず
っ
て
来
し
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
上
町
高
橋
銀
一

緑
萌
ゆ
黄
泉
路
へ
孫
に
看
取
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
目

　櫃高小畠‘高
　間　橋　島　山　橋
　　　　　　　　亜あ
1颯筆賓舞禰羅1
ξ　祥茂文一伸了　み一和勝
　　　　　　　ち
1子佳恵義子一　よ久子美

三
男
田
中
町

三
女
朝
日
町

長
男
新
町
新
田

長
男
発
電
所
通
り
東

長
男
伊
勢
平
治

　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
中
条

桐
の
花
咲
い
て
香
り
を
運
ぶ
風

　
　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤

薫
風
や
大
正
琴
の
音
の
渦

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海

土
用
入
り
梅
干
し
て
あ
り
両
隣

　
　
　
　
　
　
小
白
倉

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
羽
鳥

　　　　　信

隆　　一一　　㌢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
み
ゆ
き

奥
只
見
ダ
ム
に
映
り
て
初
夏
の
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
穂

　
　
　
　
　
　
～
肥
満
予
防
の
食
生
活
～

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
と
な
り
、
毎
日
　
大
好
き
で
、
付
き
合
わ
せ
の
サ
ラ
ダ

の
暑
さ
に
食
欲
の
落
ち
て
い
る
人
も

4・8・10　鐙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
も
た
っ
ぷ
り
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
か
け
羅

隷
溜
灘
黎
、
籔
騨
鵬
糖
鋪
継

事
の
リ
ズ
ム
が
く
る
い
が
ち
な
夏
こ

そ
、
日
ご
ろ
の
食
生
活
を
立
て
直
す

チ
ヤ
ン
ス
で
す
。

　
肥
満
は
「
成
人
病
の
温
床
」
と
言

わ
れ
、
心
臓
病
．
脳
卒
中
・
糖
尿
病
・

肝
臓
病
・
痛
風
な
ど
の
原
因
と
な
る

ほ
か
、
腰
痛
や
関
節
痛
の
原
因
と
も

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
厄
介
者
の

肥
満
に
は
、
残
念
な
が
ら
治
す
薬
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
肥
満
対
策
に
は
、
ま
ず
日
常
生
活

を
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
甘

い
も
の
を
取
り
過
ぎ
、
天
ぷ
ら
や
フ

ラ
イ
、
こ
っ
て
り
と
し
た
肉
料
理
が

　
　
　
ρ
Q⑫⑱　　　　（　　　　1　　　　　　　　　の　　　ヤ♂　　　　』　　　　ロ　　　　）　　　　『甲　　　　．　　　　o　　　　軸

跡1・㌧

は
あ
り
ま
せ
ん
か
・
外
食
の
多
い
お
囎

父
さ
ん
、
残
り
物
を
無
理
し
て
食
べ
蟹

て
い
る
お
母
さ
ん
も
要
注
意
で
す
。

こ
の
よ
う
潅
生
蓼
し
漢
こ
と
、
麗

直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

肥
満
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

〇
一
旦
二
食
き
ち
ん
と
食
べ
る

○
主
食
．
油
は
控
え
目
に
、
肉
や
魚
、

　
野
菜
や
海
藻
類
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

　
食
べ
る

○
見
え
る
所
に
お
菓
子
を
置
か
な
い

○
ス
ト
レ
ス
ば
運
動
で
発
散
す
る

○
寝
る
前
三
時
間
は
食
べ
な
い

○
ゆ
っ
く
り
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

○
外
食
な
ら
定
食
を
選
ぶ

○
食
事
を
残
す
勇
気
を
持
つ

○
週
一
回
は
体
重
測
定
を
し
、
一
週

間
の
反
省
を
す
る

　
肥
満
は
生
活
の
乱
れ
の
産
物
で
す
。

最
近
太
り
気
味
の
方
も
そ
う
で
な
い

方
も
、
も
う
一
度
日
ご
ろ
の
生
活
を

振
り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。


